　競　技　上　の　注　意
　
１　競技は２０２０年日本陸上競技連盟競技規則並びに本大会要項により実施する。
２　練習は競技場内のランニングコースかアップ場を使用すること。但し、ホームストレート側は、使用禁止とする。投擲の練習は、競技時刻前に設ける。

３　競技者は県共通ナンバーカードを背と胸の両方に着ける。但し、走高跳、走幅跳の選手は、背または胸の一方でもよい。
４　４００ｍ以下の種目及びリレーのアンカーの選手は、レーンナンバーカードを右腰に着ける。８００ｍ以上の種目に関しては招集所にて配布を行う。
５　走路順・試技順は、プログラム上段から下段、左から右への順で行う。
６　招集について
　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため招集所は設けず現地招集とする。

　　　招集時間に遅れた者は、競技への参加意思がないものと判断し、出場を認めない。

　　　招集・点呼の開始時刻、完了時刻は次のとおりとする。

・トラック競技　・・・競技開始時刻２０分前開始、１０分前完了
　　　　・フィールド競技・・・競技開始時刻３０分前開始、２０分前完了
　　　　・四種競技は、各種目のスタート地点またはピットに各自集合する。時間は、上記のトラック競技・フィールド競技に準じる。

　　　　・リレー競技はゴール地点に集合し、点呼を受けたのち各走者のスタート地点へと移動する。

　　　　・２種目を同時に兼ねて出場する競技者は、あらかじめその旨を本人または代理人が当該競技の招集完了時間前に申し出ること。

　　　　・事情により競技を棄権する場合は、あらかじめその旨を本人または顧問が本部に申し出ること。
７　４００ｍまでの種目は、セパレートレーンとする。
８　１回目のフライングで責任を有する選手は失格とする。

９　走高跳のバーの上げ方は、次のとおりとする。但し、状況により変更するこがある。
	
	練習
	

	共通男子
	１２０
	１２５㎝～１４０㎝は５㎝上げ、以後３㎝上げ

	共通女子
	１０５
	１１０㎝～１２０㎝は５㎝上げ、以後３㎝上げ


　　　　　　　　　　　　　　　１位決定のためのバーの上げ下げは、２㎝単位とする。

10　障害走は次のとおりとする。
	
	台数
	高さ
	スタートから１台目
	インターバル
	最終ハードルまで

	１００ｍＨ
	１０
	７６.２㎝
	１３.００ｍ
	８.００ｍ
	１５.００ｍ

	１１０ｍＨ
	１０
	９１.４㎝
	１３.７２ｍ
	９.１４ｍ
	１４.０２ｍ


11　リレーのオーダー用紙は、招集完了１時間前までに、大会本部に提出する。
12　競技場内には当該競技者と関係役員以外は立ち入らない。その他の競技者は、本部スタンドの後を通行する。
注　意　事　項
１　貴重品は、各校で責任をもって管理する。

２　トイレは競技場のトイレのみを利用する。

３　フォッサマグナミュージアムや野球場等、他の施設への出入りは禁止する。
　　（自動販売機の利用は厳禁とする）

４　ゴミの持ち帰りを各校徹底する。
５　各校で手洗いやうがい消毒等、十分に感染症対策に努めること。

